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の間で比較検討を行ったo 統計処理には、一元配置分散分析および Scheffe の多重比較検定を用いた。




下地金属の色調遮断性に及ぼす影響については、 12x 16 x 1. 5mmのコバルトクロム合金製の板状の金属表面に対し
同様の金粉処理を行い、オペーク陶材のみで築盛後焼成したのち、 0.05mmから 0.50阻まで 8 段階の陶材の厚さを製作
した。ついで、分光測色計を用いて各厚さにおける陶材面を測色し、厚さ 3.0聞に成型したオペーク陶材のみの基準
試料の測色値との色差を求めたo 表色には L*a*b* 表色系を用い、色調遮断性の判定は、色差(ムE * ab) 2.0以
下を「色調遮断性を有する」とした。






実験 I で金粉処理条件のなかで最も接着強さの高かった金粉濃度2.5mg/μl を金属表面に一層塗布し、その上にオ
ペーク陶材の粉を付着させ 1 回目の焼成を行ったo さらに、金粉濃度2.5mg/μ1 (以下、金粉処理A) 、 5mg/μl










る o しかし、金粉濃度10時/μl の場合にはオペーク陶材の厚さが最も薄く、しかも下地金属の色調遮断性を示した
ものの、金粉層が金属表面に形成された酸化膜と陶材との結合を妨げたことにより、「金粉処理なし」と比べ接着強
さの有意な向上が得られなかったものと考えられる。










その結果、金粉濃度2.5昭/μl と 10昭/μl の Terpineol 溶液を順にオぺーク陶材と共に積層処理することによっ
て、陶材との接着強さの向上と優れた下地金属の色調遮断性を有することが示された。
以上のことから、陶材とコバルトクロム合金との接着において、本研究で明らかになった金粉処理法は、強度が高
く審美性の良好な義歯を得るためのひとつの手法として、臨床上大きく貢献するものであり、博士(歯学)の学位を
取得する資格があるものと認める o
-561 一
